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『火 夫 』
実現されなかった計画 『息子たち』か ら見て一
吉 野 英 俊
カ フカの 最初 の長編小説 『アメ リカ」("Amerika")は主 として1912年の10
月か ら11月にか けて快 調に(初 めの 六章 は6週 間以 内に書 かれ てい る)書 き進
(1)
め られた が,そ の後 はゆ っ くりと書 きつがれ てい った。'その第一章 を成 す 「火
夫」("DerHeizer")'は,独立 した短 篇の形で1913年5月に クル い ヴォル フ
社 「最 後の 審判 の 日」叢書 の第三 巻 と して発表 され,そ れ に よってカ フカ は周
知の よ うにジ か 』ル ・シ ュテル ンノ〉イムに よ って賞 を譲 られた どい う経 緯 はあ
るが,'1915年6月に フ ォンタニネ賞 を受 けてい る。
女中に誘惑 され,そ の挙句に子供 まで もうけて しまった若 き主人公カール ・
ロスマンはスキャンダルを恐れ る父親に よってアメ リカへ追放 され る◇ その船
上で,上 陸寸前に火夫 と出会い,彼 の被 った虐待をめ ぐる船の法廷の最 中に,'
幸運に もこの地で大成功 を収めた伯父に見出される。とい つた風に少 しも劇的
な筋 を持 たない この物語 を,筋 の経過 とい う観点か ら見てみると,事 件の展開
は主人公 をその導 きの糸 としながらも,彼 の意志 をい ささか も反映することな
(2)
く,偶 然 とい って よい ほ どの外部 状況 に支配 され てい るこ とがわ か る。 物語 は
カールの乗 る船 が折 しもニ ュー ヨー ク港 に到 着す る場 面 か ら始 まるの だが,彼
は奇妙 な 自由の女神 像に見 とれ て,い ざ下船 とい う時 にな って突然 雨傘 を下の
船室に置 き忘れ た こ とに気 づいて驚 く。《AberwieerUber・seinenBel{an叫en
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hinsah,… …,merkteerbestUrzt,daBerseineneigenenRegenschirmunten
imSchiffvergessenhatte.(A.9)〉こ こ か らカ ー ル は 未 知 の 力 に 弄 ば れ 始 め
る 。 他 の 乗 客 た ち が 上 陸 す るた め に 上 甲板 へ 上 が って い くの とは 逆 に,た だ 一一
人 カ ー ル は 船 底 へ 降 りて ゆ くの だ が,近 道 の 通 路 が 遮 断 され て い た た め に 道 に
迷 って し ま う。 時 期 が 悪 か った の だ 。 とい うの も,こ の 遮 断 は 乗 客 全 部 の 上 陸
と関 係 が あ る ら しい か らだ 。 途 方 に暮 れ た カ ー ル は た また ま 目の 前 に あ った 小
さ な ドア(こ れ こ そ実 は 火 夫 の 部 屋 の ドア な の だ が)を よ く考 え て み もせ ず に
叩 き始 め る。 こ こで も偶 然 が 支 配 して い る こ とは 以 下 の 文 中の<be1iebig>と
V・う語 に よ って 知 られ よ う。 〈… …,fingerohnezuttberlegen,aneine
beliebigekleineTUrzuschlagenan,……(A.10)〉そ して 雨 傘 を探 し'(いる
途 中 に もか か わ らず,カ ー ル は 火 夫 の 部 屋 で か な りの 時 を過 ごす こ とに な るの
だ が,彼 が この 部 屋 に 居 坐 る契 機 を作 り出 す の は,「の ぞ き見 され る こ とが 我 慢
で きな い(A.10)」 とい う火 夫 の ち ょ っ と し た 習 癖 な の だ 。 カ ー ル は ち ゅ うち
達す る が,・彼 の 自 由意 志 は この 習 癖 に あ くま で も忠 実 な 火 夫 に 抗 ・う こ と が で き
な い 。<Karlz6gertenoch.DafaBteunYersehensderManndieT世klinke
undschobmitderTUr,dieerraschschloB,Karlzusichherei耳:(A.10)〉
な お 不 思 議 な こ とは,こ の 時 通 路 に は の ぞ き 免 す る よ う な者 は 誰 一 人 と して 見
当 た らな か った の で あ り,ド ア を 閉 め た 火 夫 自身 で さ え その こ と を認 め て い る
こ と だ。
火 夫 の 勧 め に応 じて カ ー ル は彼 の ベ ッ トで 横 に な る が,そ の とた ん今 度 は 知
り合 っ た ば か りの 男 に 預 け て きた 、ト.ラγ クの こ と を 思 い 出 し,一 刻 も早 くこの
部 屋 を出 よ う とす る。 こ の 時 に も カ ニ ル の 意 志 を阻 む の は 火 夫 の 腕 力 と 「船 が
空 に な って か らの 方 が見 つ か りや す い(A.11)」 とい う,一 刻 を争 う今 お よ そ
理 解 しえ ない 理 屈 なの だ 。 《,DamuBichaberdochgleich,hinaufschaun.f`,
sagteKarlundsahsichum,wieerhinauskqmmenk6nnte.,,BleibenSie
nurf`,sagtederMannundstieSih,nmiteinerHand.gegen.dieBrust,
9eradezurauh,輌nsBettzurUck.'(A・11)〉,この 仕 打 ち に対 す るカ 」 ル の 反 発
は,男 が こ の 船 の 火 夫 で あ る こ と を打 ち あ け る と嘘 の よ うに 静 ま って し ま う。
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いや そればか りか,こ の得体の知れぬ火夫の受難史 にす っか りつ りこまれて,
自分の権利 を船長に主張す るようにと忠告 まで与 える始末 なの だ。火夫がこの
忠告に立腹 した ものだか ら,カ ールは また して も 「トランクを取 りに行 った方
がましだろう」 と考 えはす るのだが,ど うい うわけかす ぐにそれ を忘れて しま
うのだ。 それ ほ ど火夫の ペ ッ トは居心地 がよいの だ。 《Kar1,derschonnahe
darangewesenwar,sichimBettzueinemvona11enSorgenumKoffer_
…befreitenSchlafeauszustrechen,……(A.14/15)〉カールが火夫のベ ッ ト
で身体 を伸ば して眠 りこもうとした とたんにそれ を妨 げるのは,偶 然通 りかか
った 「船の楽隊」 《Schiffskapelle.(A.15)〉で あ る。 それは乗客の上陸が完 了
した こ とを知 らせ るものであ り,二 人は部屋 を出 ようとするが,そ の時火夫 は
まるでカールの 自由意志 を封 じるかの ように彼の手 をつかむ。火夫 は先程の約
束通 りカールの雨傘 と トランクを一緒に探 して くれ るのではな く,彼 を会計本
部のある事務室へ連 れてい くのだ。火夫の部屋か らここまでカールは 自分の持
物 を探 そうと少 しも試みない。カールには 自分 が何故 ここまで来 て しま ったの
か皆 目わからない。 とい うの も,事 務室に入 るや否や彼 はその部屋 の三つの窓
か ら見 える海の波に夢 中にな って しまうのだか ら。やがてカールはある不 可解
な理 由か ら火夫の弁護士の役割 を引 き受けることになるの だが,そ れに関 して
は後で述べ るこ とになるだろう。
火夫が受けた不当な扱い をめ ぐる法廷 でカールは伯父にめ ぐりあ う。 この出
会い も主人公 と火夫の出会い と同様に,あ るいは それ以上に偶然 に よってい る
と言え よう。勿論の こと伯父 が この場に居合わせ る理 由は全 くない わけではな
い。 それは後にな って初めて明 らかになるこ となのだが,カ ール を誘惑 した例
の女中がこの伯父 に手紙で 「これ までの一部始終 とカv-一ルーの人 相 書 と船 名(A.
28)」とを知 らせ てあ ったのであ る。 伯父は可愛い甥 をわ ざわ ざ出迎 えに来 た
とい うわけなの だ。 しか し,何 故伯父は船長 をは じめ高級船員,港 務局の役人
などの集 うこの事務室で甥 を待 ち受けるこ とに したのか。 しか も乗客全員の上
陸が完了 したこ とを告げる船の楽隊 もすでに引 き揚 げた後で も平然 として。更
に不可解 な事実 はまだ他に もあ る。伯父 は絶対 にカール を探 していたのではな
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いの だ。 とい うのは,カ ール と火夫が不意に事務室に現れ た時,丁伯父 と船長ば
何 や ら低い声で立話 をしていたのだが,そ の話題 は甥の捜索の件ではな く,何
と 「アメ リカの艦船事情」.なのだ。甥 と一緒に ポー トで立 ち去ろ うとす る伯父





Weise,wiei地ute,unterbrochenzuwerden."1(A.34)〉伯 父 が 船 長 に 甥 の 捜
.索 を依 頼 じ な が っ だ こ ・ど は 同 じ 船 長 の 次 め 言 葉 か ら も明 ら か で あ る 。 《;;Aber
l:∴dieFah・timZwi・ch・n嘩wa・Vi・hlSeh・・a・g;j・,'w・fk・nnd・nn・'Wi・・en,
werdamitgefUhrtwird."(A.30)》'L
、.(3).:伯父は甥 を見出す確率の最 も低い場所で,捜 索を依頼 もせず,船 長 との雑談
た花を咲かせていたのではあるが∴それにもかかわらず無事に甥 を見出す。ヒ
れは偶然以外の何物で もないだろう。:一 ・,会
以上の如 く,忘 れた雨傘に端を発 し,.火夫 とめ遭遇,船 の楽隊,船 上の法
廷ジ伯父 との避道 とい った風に連続する 『火夫』挿話におげる事件の展開は偶
然に支配 されている。父親によって故郷の町から追放されたカールはアメ リカ
到着 とほ とん ど同時に勢 力家である伯父 の庇護下に入 る。そしてカールの心 を
す っか り魅 了 した火夫 は,第 二 章でカールが伯父の家に移 り住 んで以来,も は
やた だの一度 も思い出 され ることがない。いみ じくもカール 自身 が第一章の結
末 直前で 《Eswarwirklich,alsgabeeskeinenHeizermehr.(A.36)》と
'(4)




カフカはなるほどこの 『火夫』を独立した形で発表 した。しか し,それが果
たしてこの ように全体から切 り離された形で発表され うるものか どうか彼 自身
疑問を抱いている。 「それが独立 した形で公表 されうるのかどうか私には分 り'
_ら8一
ませ ん。 なるほ どそれ だけ見て も,.後に続 く,し か も完全に失敗 した五百頁が
あるとは必ず しも見て とれ ません。 しかし,と にか くそれは十分 には完結 して
いないのです。 それは断片で す。い つまで も断 片に とどまるで し ょう。 この よ
うな将来がこの章に大部分の完結性 を与えてい るのです。(1913年4月4日。
(5)
クル ト・ヴ ォル フ宛て)」 あるいは 「さしつかえさえなければ,少 くとも内房
の 「火夫」 とい う.タイ トルの下にr断 片』 とい うサブタイ トルが入れ られ るこ
(6)
とが私には とて も大事 なのです。(1913年4月24日。 クル ト・ヴォル フ宛て)」
では,『 火夫』の この ような完結 とも未完 ともつかぬ性格は何に由来 してい
るのか。 ひ とつには 「この章に大部分の完結性 を与 えてい る(五 百頁 もの)将
来』のためで あ り,ま たひ とつには実現 されなか った計画 『息子たち』("Die
S6hne")の中におけ る統一のためで もある,と 考 え られ る。
まず,五 百頁の将来の方 を見てみ よう。第二章以下で も事件の展開はことご
とく外部状況に支配 されてお り,カ ールはまるで波間に漂 う塵芥 さなが らに受
容,追 放 あるいは余儀ない逃走のパ ター ンを繰 り返 しなが ら,次 第に未知の大
陸アメ リカの奥深 くへ入 ってゆ く。彼は不 自然 な仕方でめ ぐりあえた伯父に迎
えられるが,そ れ も束の間 また して も不 自然 な仕方で追放 されて しまう。伯父
との出会いが女 中の手紙によ って表面的にはあ りえそうなことに擬装 されてい
るの と同様 に,伯 父に よる追放 も 「伯父 の信奉す る主義にカールが全面的に背
いた(A.80)」とい う理 由づけがなされてはい るが,こ め こ とが したため られて
いる手紙が実に理不尽である。何 とぞの手紙の上書 きには<AnKarlRo6mann,
umMitternachtpersbnlichabzugeben,woimmererangetroffenwird.(A.
79)〉」 と書 かれてい るの だ。こんな不 自然 さも作品の 中にあ っては さほ どそ う
とも映 らない ところにカ フカの恐 ろ しさがある。 この上書 きは,追 放 の原因は
甥の背信にあ るとい う伯父 の理 由づけよ りも,む しろ理 由は ともか く是が非で
も彼 を追放 して しまお うとい う意図の方が より強 く感 じられは しないのだろ う
(7)
か。実際,伯 父は そ うしようと思えばで きたのに,田 舎屋敷 を訪問 しようとす
るカール を事前に とがめなか ったのであ り,ま た手交の仲介 を依頼 された伯父
の親友グ リーン氏 は,問 題の刻限前に戻 ろうとするカール を故意に引 きとめ,'
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彼の追放がすでに決定済であるかのごとく,ト ランクと雨傘 を持参 しているの
だ。ここにはカールの意志が反映 される余地は全 くない と言えよう。
見かけは救済者 を装 うロビンソンと ドラマルシュとの出会い と彼 らの窃盗行
為に よる別れ,オ クシデンタルホテルでの女 コック長による受容 とボーイ長,
門衛長に よる追放,ド ラマルシュとブルネルダの住居への受容 とオクラホマの
野外劇場への道。 この ように,第 二章以下に連続する各車は,「火夫」の章に
おける偶然に よる出来事の支配 を,い わばその周波数 を単に増幅 したにす ぎな
いことが分る。 つまり端的に言 ってしまえば,「火夫」挿話は 『アメ リカ』全
体の雛形なのである。 第一章末の 「伯父の視線」 と 「アメリカ』 最終草木の
「走 り行 く列車」 とに見られる,主 人公のその後の行方を読者の判断に委ねる
ような象徴性は,「火夫」 の章 と全体 とが同じ構造 を持 ってい ることを示す も
のであろう。とすると,この物語は永遠に続 くのではあるまいか。
次に ここで,実 現 され なか つたカ フカの計画 『息子た ち」 か ら 『火夫』 を見
てみ よう。先 に引用 した出版人 ヴォル フ宛 ての手紙の後半部には 「ひ ょっとし
た ら後に,こ の二つの作品(『火夫』と 『変 身』の こと)と アル カデ ィアの 『判
決』は 『息子 たち』 と名付 けるこ とので きる一 冊の ちゃん とした本に なるか も
(8)
しれ ませ ん(1913年4月4日)」 とあ る。 その一週間後のやは りヴ ォル フに宛
てた手紙 「『火夫』『変身』…… そして 『判決』 は外的に も内的 に も互いに関連
が あ ります。 それ らの作 品の間には明 らかな結び付 きが,そ れ以 上に隠れた結
び付 きがあるのです。 た とえば 『息子た ち』 とい うタイ トル を与 え られ た本へ
まとめ ることに よって得 られ る,そ の構成 を私は断念 した くないのです。……
私には その三 つの物語の統 一の方がそれ らひ とつの統 一 よ り重 要で ない こ とも
(9)
な い の で す 。(1913年4月11日)」
と こ ろ が,そ の 後 カ フ カ の 計 画 は 変 わ り,今 度 は 『判 決 」 『変 身』 『流 刑 地 に
て 』(,,InderStrafkolonie")を『罰 』("Strafen")とい う タ イFル で 一 冊 に
(10)
まとめ ることを考え る(1915年10月15日。 ヴオル フ宛て)。 外的 に も内的に も
関連があ るはずの 『息子た ち』の 中か ら 『火夫』が抜け,汲 の代 わ りに 『流刑
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地にて』が入 って,総 タイ トルが 『罰』に変わ るとい う,こ の計画変更は 『火
夫」の性格 をかな り明 らかに して くれる。最初の計画から 「火夫』を除いたこ
とは,単 にこの作品が 『アメ リカ』の第一章 を成 しているとい う事実に よるの
ではな く(何 故な ら,カ フカは後に続 く五百頁 を承知の上で単独で公表 してい
るのだか ら),ひ とつの全体 を成す 『息子たち』の中で 『火夫』は他の二作品
と比べて微妙なテーマの相異があるか らである。 『息子た ち』 とい う暖昧な総
タイ トルの下で は許容 されるが,『 罰」 とい うより厳格に規定 された タイ ール
の下では脱落せ ざ:るをえない微妙 な相 異があるのだ。たしかにr火 夫』だけ見
て も 『罰』 とい うテーマは読み とれない。そうか とい って,こ こにはこの テー
マが全 く存在 しな、}わけで もない。つ まり 『火夫』は 「アメ リカ』全体に組み
込 まれて初めて,'「永遠の追放」 とい う罰が浮かび上が って くるのだ。
ここで 『息子たち」 とい う統一体の 中で,『火夫』 と他の二作品 をもう少 し
詳 しく見てみ よう。カフカの言 う.丁外的及び内的な関連」 あるいは 「ひとつの
作品の統一 より大事な三作品の統一」が幾つか挙げ られる。 まずω父親 と息子
の対立である。彼 らの関心は(カ フカ自身がf父 への手紙』で訴えてい るよう
に)正 反対の方向へ走 ってい る。{2}息子は表面上は父親の役割を演 じ て い る
が,実 際には完全に父親た るこ とがで きず,常 に父親の承認 を得 たい と望 んで
いる点である。 ゲオル クは友人宛 ての手紙 をわ ざわざ父親に見せに行 く。 グレ
ーゴルは年老いた父親に代わ って家族全員 を養い ながらも,預 金の管理は父親
に任せてい る。 そ してカールは女中に産 ませ た子供に よって文字通 り父親にな
るが,火 夫 を弁護す る際に両親の賞賛 を思い描 くのだ。{3)父と息子の対立は常
に息子側の敗北に終わ り,息 子の罪(ど うや らこれは息子が父親の役割 を演 じ
る点にある らしい)と 罰(死 と永遠の追放)の 間には合理的な理由が見当らな
い。㈲息子はいずれ も両親に対 して愛情 を抱いている。橋上でのゲオル クの最
後の叫び,グ レーゴルの愛 と涙 まじりの両親の回想,カ ールも両親の写真を何
より大事 な もの としている。対立 しなが らも愛で結ばれてい る父子の悲劇。㈲
更にカフカ言 うとこちの 「内的関連」であると思われる,息子の自我の分裂で
ある。「判決』におけるゲオル クと友人,『変身』におけるグ レーゴルの変身 し
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た 肉体 と精 神,そ して 『火 夫 』 に お け る カ ー ル と火 夫 で あ るb'{6)物語 技 術 止 め
こ とで も共 通 点 が 見 られ 在 物 語 は 全 く主 入 公 の 視 点 か らの み語 られ る 点,従
って 主 人 公 の 前 歴 は 彼 自身 の 想 念 の 中 で 語 られ る点 で あ る。 も っ と も 『火 夫 』
で は 伯 父 に よ る女 中の 手 紙 の解 説 とい う手 段 に よ って 助 け られ て は い る が,そ
の 後 に は や は りカ ーー ル 自身 の 回 想 に よ っ て 知 ら され る。語 られ る 物 語 の 現 在 感
を 損 わ ない た め に は この 方 法 が 最 適 なの で あ る。 、
カ ー ル と火 夫 の 関 係 は他 の 二 作 の 分 身相 互 の 関 係 ほ ど明 瞭 な もの で は な い 。
つ ま り,父 親 の 事 業 の 後 を継 ぎゴ 主 に 結 婚 に 踏 み き ろ うと す る ゲ)オル クの 妨 げ
とな る幼 馴 染 の 友 人,あ 、るい は 家 族 を扶 養 す る グ レー ゴ ル に 突 然 襲 い か か り,
彼 を廃 人 同様 に して しま う肉体 の 変 身 が 「作 家 と しての 自己」・を,ゲ オ ル ク 自
身 と グ レー ゴ ル の 正 常 な精 神 が 「社 会 的 な 自 己」 を指 す とい うた 明 瞭 な対 立 関
係 が 後 退 し,逆 に カ ー ル と火 夫 が 互 い に援 助 を求 め 合 って い る こ・と が前 面 に 押
'し出 され てい る か らで あ る 。 しか し,こ の 両 者 も結 局 は 別 れ ね ば な らぬ の で あ
りジ'その 意 味 で は 互 い に 相 容 れ ない と言 え るの で は な い か 。 両 者 の 対 立 点 を調
べ て み よ ㌔ それ は,船 上 で の 法 廷 の 場 面 で 最 も きわ だ って い る よ うに思 われ
る。 当 面 の 敵 シ ュー バ ル が 法 廷 に 登 場 す る時,カ ー ル の 状 態 は こ う で あ る。
《KarlallerdingsfUhltesichsokraftigundbeiVerstand,wieeresv三elleicht
lu.Hauseniemalsgewesenwar.(A.24)》こ こ に は現 実 に対 処 し よ う とす る
積 極 的 な姿 勢 が見 られ る。 それ に 対 して 火 夫 の 方 は 自分 の 権 利 さ え満 足 に 主 張





火 夫 の部 屋 は 言 う まで もな く船 底 の 暗 い 一 室 で あ る。 海 に 浮 か ぶ 船 とは 生 存
(11)
の確固たる基盤 を欠いていることを暗示 させるかの ようだ。しか も火夫は自分
がこれまで働いていた船の名を二十程 も挙げることができだのであるから,生
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まれ な が らの 船 乗 りで あ る こ とが 分 る。 す る と,ど うや ら火 夫 の 方 が 「作 家 と
して の 自 己」 を代 表 して い る と言 え よ う6'
そ も そ も火 夫 との 出 会 い は,カ ー ル が 只 一 人 で 船 底 へ と下 って行 き,う す 暗
く狭 い 火 夫 の 部 屋 で の こ とで あ る。 暗 い 場 所 へ 下 る とい う行 為 は 実 に 暗 示 的 で
あ る。 しか も,丁 度 その 時 火 夫 は トラ ン クを,カ ー ル に と って も関 心 事 で あ る
トラ ン ク をい じ ってい る の だ 。i人 は 同 じ ドイ ツ人 に 設 定 され て い る6ま た,
会 った ば か りの カ ー ル を た だ ち に 自分 の ベ ッ トに 横 に な る よ うに と勧 め る と こ
ろに も二 人 の た だ な らぬ 関 係 が認 め られ よ う。 狭 い とは い え,そ の 部 屋 に は ペ
ッ トの 他 に 戸 棚 と椅 子 が ひ どつ ず つ 置 か れ て い た の だ が 。 そ の 上,カ ー ル は 火
夫 と さ さい な 感 情 の 行 き違 い は あ りな が ら も,甲 板 に 残 し て 来 た1トラ シ クの こ
とも忘 れ,こ の ベ ッ トの 上 で 〈soheimisch(A.13)〉に 感 じ,眠 り込 み そ う
に まで な る の だ 。 これ は,『 ア メ リカ 」 全 編 中で 唯 一 の カ ー ル の 憩 い の 場 面 で
あ る だ け に な お さ ら注 目に値 し よ う。
また,カ ー ル と火 夫 の 関 係 を示 す もの に,火 夫 が 被 った 不 当な 扱 い を カ ー ル
が 信 じ る際 の 無 根 拠 性 が あ げ られ よ う。 彼 は最 初 か ら も う ま る で 説 得 力 の な い
火 夫 の 不 正 に 「昂 奮 す る ほ どに 」 同情 して し ま うの だ。 《,DasdUrfenSiesich
nichtgefallenlassen."sagteKarlaufgeregt.(A.13)〉や が て カ ー ル は火 夫
に連 れ られ て 事 務 室 に 入 り(火 夫 に は カ ー ルの よ う な 子 供 を連 れ て い.く理 由 は
な く,ト ラ ン ク と傘 を探 さ ね ば な らぬ カ ー ルの 方 で もつい て 行 く理 由 は それ 以
上 に な い の だ が),そ こで 火 夫 の 弁 護 士 の 役 を 引 き受 け る こ とに な る 。 そ うな
った原 因 は 単 に 火 夫 が 彼 を見 下 ろ した か ら に す ぎな い 。.<DerHeizersahnach
dieserAntwortzuKarlhinunter,alsseidieserseinHerz,demerstumm
seinenJammerklage.(A,17)〉す る と も う次 の 瞬 間 に は カ ー ル は 「後 先 の こ
と も考 え ず に 」 その 場 を離 れ て,部 屋 を横 切 り,会 計 主 任 の 机 まで 駆 け 寄 るの
だ。 カ ー ル が 火 夫 の 不 平 を何 の 根 拠 もな しに 正 しい と信 じて い た こ とは 次 の 箇
所で 明 白 に な る。 《"……MirhabenSieesdochimmersoklardargestellt!一`{
`WennmaninAmerikaKofferstehlenkann,.kahnmanauchhieundda
lUgen,dachteerzurEntSchuldigung.一(A.21)》カ ー ル は 火 夫 の 不 平 を は づ
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き り聞 い た わ け で は ない 。 に もか か わ らず,'彼 は火 夫 の 弁 護 をせ ず に は い られ
な い 。 彼 に は 火 夫 の 被 った 不 正 は 疑 い よ うの な い 事 実 だ か らで あ る 。 彼 の 信 仰
は 最 後 まで 変 わ ら な い 。 〈。Diristjaunrechtgeschehenwiekeinemaufdem
SchifC,dasweiBiρhgenau・``(A33)〉カ ー ル に と って は 火 夫 の 不 当 な扱 い を
認 め,彼 は 弁 護 す る こ とは あ ら ゆ る理 由 を越 え た 必 然 な の だ 。 そ うす る こ と は
カ ー ル の 自 己弁 護 に 等 しい の だ 。 火 夫 の 形 勢 が 悪 くな り,,彼が 完 全 に 《kampf-
gnfahig(A・24)〉.にな る と,カ ー ル の 思 考 は い よい よ冴 え,あ ら ゆ る 可 能 な
事 態 に 備 え る 。 この 時(カ ー ル の 想 念 通 りに 言 え ば<Unsichere、Fragenund





こ こ で カ ー ル が 言'Pて い る 「善 」(dasGute)と は お そ ら く通 常 の 意 味 で は あ
る ま い 。 す で に 見 た よ うに 彼 は 火 夫 の 不 平 を無 批 判 的 に 受 け入 れ た の で あ り,
そ れ は相 手 が他 な らぬ 火 夫 だ った か らで あ る。 従 って 「善 の た め に 」 で は な く
(何故 な らカ ー ル の 父 親 は 「葉 巻 で 人 々 を買 収 す る よ う な人 間(A.14)」 な の
だ)「 火 夫 の た め に」 と言 った 方 が よい の で は な い か 。 両 親 の 喜 び とは 息 子 が
分 裂 す る こ と な く生 き て い くこ とで あ ろ う。 ゲ オ ル ク も グ レー ゴ ル も分 裂 し た
自我 を父 親 に 攻 撃 され る こ とに よ って 破 滅 す るの だ か ら。
他 に も分 身 の 暗 示 と取 って 取 れ ぬ こ と もな い 箇 所 が あ る。 あ るい は 単 な る形
容 に す ぎない の だ ろ う・か 。 〈Er(=derHeizer)standda,・… ・・unddieLuft'
veskehrtedurchdenoffenenMund,alsgabeesinnenkeineLungenmehr,
(12)
diesieverarbeiteten.(A.24)〉ま た は 火 夫 の 手 の 描 写 《dierissige,fastleblose
Hand(A,34)〉。 『火 夫 」 の 最 後 近 くで の カP・一ール の 想 念 《Eswarwirklich,a!s
gabe'eskeinenHeizermehr.(A.36)〉これ も,火 夫 が 生 身 の 人 間 の よ うに
描 か れ て い る だ け に,逆 に 分 身 の 暗 示 の よ うに も思 わ れ る。 続 い て カ ー ル は
(こう即 こと'自体が表醐 こは髄 でないのだが)こ う.も思 っか る・㎏一
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undeskamenihm.Zweifel,obdieserMann(』Onkel)ihmjemals.den
HeizerwerdeersetzenkOnnen.(A.36》す る と伯 父 の 視 線 は こ の よ うな 思 い
を た た え た 甥 の 視 線 に 耐 え る こ とが で きな い か の よ うに カ ー ル の 目か ら波 の 上
へ 外 ら され るの だ 。<Auchwichder.OnkelselnemBlickeausund.sahauf
・dieWellenhin,vondenenihrBootumschwanktwurde.(A.36)〉伯 父 に
は 火 夫 の 代 わ りが つ と ま ら ない こ とは 明 白 で あ る 。 ゆ きず りの 知 り合 い に す ぎ
ぬ 火 夫 の 代 わ り を,妹 の 連 れ 合 い に 代 わ って 甥 を保 護 し よ う とす る伯 父 に つ と
ま らぬ 理 由 は 言 う まで も な い 。 火 夫 は 伯 父 以 上 に カ ー ル に 近 しい 存 在 だ か らで
あ る。'一';・
}
カ ー ル は 火 夫 に す 一つか り魅 了 され る が,伯 父 は 最 初 か ら徹 底 して 対 立 の 姿 勢
を くず さ な い 。 カVル が 火 夫 の た め に 行 う弁 論 は 開 始 早 々 に 「あ の 竹 の ス デ ッ1
キ を手 に し た紳 士.(実 は 伯 父)の 赤 ら顔 に 惑 わ され(A.18)」,今 度 は 火 夫 が
自己 弁 護 を始 め るや 否 や,室 内 の 他 の 誰 よ り も先 に伯 父 は 「竹 の ス テ ッ キ を動
か し始 め,か す か な 音 で は あ った が 寄 木 張 りの 床 を 叩 き(A.・20)」「も う と う
に天 井 を仰 ぎな が ら口 笛 を低 く吹 き鳴 ら し(A.21)」 「も う火 夫 の こ と を全 ぐ
意 に 介 さず,い や,そ れ どこ ろ か 嫌 悪 感 を抱 きな が ら… … 明 らか に 全 く別 の 問
題 に従 事 して い る ら し く(A.22)」,肉 親 同 志 の 幸 運 な 出 会 い を祝 福 し よ う と
す る火 夫 に対 して 伯 父 は 「そ れ は 火 夫 の 分 際 に す ぎた こ とだ と言 わ ぬ ば か り
に,後 へ 引 き下 が る(A.31)」 の だ 。 最 後 に 伯 父 は 火 夫 の 息 の 根 を とめ る に 十
分 な 決 定 的 な命 題,即 ち 「規 律 」(Disziplin)を持 ち 出 して,た だ ひ と りの 味 方





最 初,カ ー ル も火 夫 も伯父 との 出 会 い とい う新 事 実 が 自分 た ち を引 き離 す 結
果 を もた ら そ う と は 考 え て い な い 。 逆 に,'大い に 希 望 が持 て そ うな 気 配 す ら感
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じ取?て い る。 カ ー ル は 慎 重 に 伯 父 か ら距 離 を と りな が ら,こ の 避 遁 の 影 響 を
見 きわ め よ う とす る 。 そ れ は さ しあ た り敵 味 方 ど ち らめ 側 に も認 め られ ず,審 一
理 は 伯 父 に 預 け られ た 格 好 で 一 時 中 断 され る。 伯 父 が審 理 とは 無 関 係 な 身 内 の
話 を して い る 間 に,火 夫 は ど うや ら元 気 を取 り も ど した ら しい 。 カ ー ル は それ
を 二 度 確 認 し,よ い 兆 候 と受 け とめ て い る 。 更 に,火 夫 は 自分 の 弁 護 人 の 晴 れ
が ま しい 門 出 を祝 福 し,握 手 を す る。
カ ーー ル もま た 火 夫 以 上 に 事 態 の 好 転 を予 想 して お り,伯 父 の 話 が 一 段 落 す る
や 否 や,中 断 して い た 審 理 を再 開 し よ う と 口火 を切 る。《,,Waswirdjetztmi亡
.demHeizergeschehen?``fragteKarlvorbeianderletztenErzahlungdes




Handzuhaben〈A.'32)〉しか し,彼 の 予期 に 反 して 事 態 は悪 化 す る。 そ の こ
とに 逸 早 く気 づ くの は火 夫 の 方 で あ る。 彼 は 自分 で は さ ほ ど望 み をか け て い な
い よ うな の だ 。 彼 の 態 度 は,初 め か ら 自分 の 権 利 主張 の 目的 は 勝 つ こ とで は な ・
く,単 に 戦 い を挑 む こ とに あ った と言 わ ぬ ば か りだ 。 彼 は こ う想 像 して い る ら
しい 。<ErdachteSichaus,derDienerundSchuba1,alsdiezweihierim
RangeTiefsten,'solltenihmdieseletzteGUteerweisen.(A.32)〉火 夫 は 伯
父 の 持 ち 出 した 最 後 の 切 札 「規 律 の 問 題 」 を も当然 の よ うに 肯 定 す る。 彼 は も
は や 自己 主 張 し よ う とは せ ず,す す ん で カ ー ル の 犠 牲 に な る。
こ の よ う な火 夫 の 態 度 を 目の 当た りに して,ヵ ニ ル も次 第 に事 態 を正 確 に 見
抜 き始 め る。 彼 は 伯 父 との 幸 運 な 避 道 を そ こ に居 合 わ せ た全 員 か ら祝 福 され,
こ と も あ ろ うに敵 の 旗 頭 シ ュ ー バ ル の 祝 辞 さ え 受 け そ し ま う。 これ は カ ー ル が
完 全 に 伯 父 の 圏 内 に入 った こ と を示 す もの で あ る と 同 時 に,船 内 で は 局 外 者 と
し て,も は や火 夫 の 一 件 に 干 渉 し え な い こ と を示 す もの で あ ろ う。 火 夫 は 完 全
に 孤 立 す る 。 彼 は もは や ,「ど ち ら を向 い て も敵 ば か りの この 部 屋 の 中 で,そ こ
ぽ りほ か に は 目の 落 ちつ き 場 所 の な か った は ず の(A.32)」 カ ー ル の 方 を眺 め
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ようとは しないのだ。 カールはただちに 自分の非 に気付 き,シ ューバル との握
手 を後 悔するが,す でに後の祭で ある。彼 もここに至 って事 情を洞 察 し て 、.、
る。 余儀ない別離に際 し,カ ールは最後の信仰告 白をす る。 「この船 じゃ,だ
れ もそ うじゃないのに,あ んただけが不 当な 目にあ って るんです よ。それが僕
、にゃ,は っきりわか ってるんです よ(A.34)」す でに 自己犠牲の覚悟ので きて
い る火夫 には この言葉 は身に余る もので あ った。だか ら火夫は 「だれひ とり彼
1のことを悪 く思 ってい る者 な どい ないみたい に,ま るで有頂点にな って,瞳 を
かがや かしなが ら周囲 を見 まわ(A.33)」すのだ。 カールは今 こそ伯父の方 を
選択す るこ とに よって支払 った代償の何た るかを知 る。 「『い ろいろ理由があ っ
て,僕,も うとて も力に な ってあげ られないだろ うって気がするんです』 そう
言 うと,カ ールは泣 き出 しなが ら,火 夫の手に唇 を押 しつけた。 それか ら,ひ
びの ある,そ のほ とん ど血色の ない手 をとって,ま るで諦めて捨てな くちゃな
らぬ宝物みたいに 《WieeinenSchatz,auf,denmanverzichtenma日(A.
34)〉今度 は 自分の頬に押 しつけた。(A'34)」
カールは伯父 と火夫 との聞で苦 しい選択 を強い られ る。 「だれに も不愉快 な
思い をさせんで,事 をはこぶ手 はない んだ。 だが,伯 父 がや っとこさ 自分 を
見つけ出 したばか りなんだか ら,そ の伯父 をい ま見捨 てるわけに も い く ま い
(A.33)」カールに してみれば,こ の選択 は(伯 父 を選 んで)自 分の現在 と将
来 を安全確実 なもの とす るか,あ るいは(火 夫 を選んで)勝 目のない戦い を最
後 まで遂行す るかの どち らかなのだ。彼 には最初か ら選択権 な ど与 え られてい
ない とさえ言 えるだろ う。
カ ー ル と火 夫 は 無 条 件 で 互 い の 必 要 性 を感 取 し,裁 判 半 ば まで 自分 た ち の 勝
利 を信 じて い る。 カ ー ル は 火 夫 の 自 己 弁 護 が大 して 効 果 を あ げ な か った 時 で さ
えこ う思 って い る 。 《EswarwirklichhOchstezeit,nocheink!einesWeilchen
nur,u皿dsiekonntenganzgutbeideauSdemBUrofiiegen.(A.21)〉『〕[U
決』 で は,友 人 が ゲ オ ル クに ロ シア へ 来 る よ うに と勧 め,彼 が その 地 で 支 店 を
構 えた 時 の 有 望 な 見 通 し を伝 え た こ とが あ る。 ど ち らの 作 品 で も,分 身 は 互 い
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に協 力しようとし,そ うすることに よって生ず る事態の好 転 を期待 してい る。
分 身の協 力を阻むのは,主 人公 に訪 れる 「突然の飛躍」で ある。それに よって
ゲオル クの店は発展 し,更 には それが富裕な娘 との結婚の土台にな る。 ゲオル
クが豊かなることに よって,仕 事 にゆ きづ まった友人 との共通の基盤は失われ
て しまう。 「火夫』において も,父 親に追放 され,十 分 とは言 えぬ身仕度 で,
三等船室で航海す るカーール は,幸 運 に も伯父 に 会 うこ とに よって,船 内での最
下 属音である火夫 との共通の基盤 を失 うのだ。
『息子たち』の分身たちは常 にひとつにな りたい と望 みなが らもそ うなること
がで きない。分身た ちの一致 は彼 らの死 を意味す る。 〉『変身』の グ レーゴルに
その典型 を見 ることがで きよう。変身 とい う異常事 は(無 論,労 働 を妨げ ると
い う面 を持 ってはい るが)過 酷 な労働か らグ レーゴルを救出する とい う側面 を
も持 ってい る。 その意味では,変 身は彼の願望であ ると言 え よう。 しか し,自
我の分裂 が他者 とい う形 をとらずに我身の変身 とい う形 をとって表 れた グレー
ゴルには その死はすでに冒頭 か ら決定づけ られてい る。 『判決』で も分身の一
致 は死を意味 している。父親の判決の直接原因はゲオル クが見せに行 く手紙に
あるのではないか。 それは ロシアにい る友人に宛 てた結婚通知であ り,「僕の
結婚式は,一 度 すべての障害 を払いの けるのに ち ょうど格好の機会ではないだ
ろ うか」 とある通 り,分 身同志の一致の呼びかけなので ある。 ゲオル クが 「支
店 を出す ように」 とい う友人の勧めに応 じなか った間だけ無事でい られたこ と
を考え合 わせ よう。
ところで,『 火夫』ではカールが火夫 を見捨 てる形 にな ってい る。 彼 らは外
的諸力のためにひ とつになるこ とがで きない。火夫の方で も身を引 く覚悟は と
うについてい る6伯 父 もまた カール を庇護す るこ とに よって,彼 が火夫 とひと
つになるの を妨げ ようとしている。 『火夫』 における主人公の没落 の回避 はこ
の点に基因 している と思われ る。 しか し火夫 を失 ったカール を待 ってい るもの
は果てしな く繰 り返 され る放浪にす ぎない。
伯父 はカールが火夫に夢中にな った事情に表面的な理 由付けを与えて,こ の





begreifen."(A.34)〉シューバルの手下供 さえ カールか ら火夫 を覆い隠す手
助け をす る。 カール と伯父 の乗 るボー トは偶然今 までいた部屋の丁度外側 を通









(4)物 語 の 悪 夢 の よ うな性 格 に 関 して は,『 判 決 』 で も 『変 身 』 で も変 わ らな い 。
た と え ば くEswarane{ne血SonntagSvormittagimsch6皿stenFrUhjahr.
(E.43)〉・とい う,そ れ が 何 時,何 処 で 起 こ った か は 問 題 に しないmarchenhaft
な 書 き 出 しで 始 ま る 『判 決 』 は,ゲ オル クの 投 身 で 幕 を と じ る が,主 人 公 の 死
後 に 語 られ る最 後 の 一 行 くlndiesemAugenblickgingUberdieBrifckeein
geradezuunendlicherVerkehr・(E・53)〉は,父 子 に生 じた 「日常 性 の 裂 け
目」 を再 び 跡 形 もな く閉 じ合 わ せ る こ とに よ って,物 語 の 悪 夢 性 を際 立 た せ て
い る 。 『変 身 』 で も,主 人 公 の 死 後,家 族 の 著 た ち は何 事 もな か った か の よ う
に 生 活 を続 行 して い く。
(5)FranzKafka:Briefe,S.115
(6)FranzKafka:Briefe,S.117
(7)船 上 で の 法 廷 で 思 い が け な く登 場 す る伯 父 は ・ 『ア メ リカ 』 の 本 来 の タ イ トル
「失 踪 者 』("DerVerschollene")から見 れ ば,物 語 の進 行 に逆 行 す る もの で
あ る 。 とい うの は,父 に よ って 追 放 され た カ ー ル は ア メ リカ 到 着 とほ ぼ 同時 に
彼 に よ って 庇 護 され る こ とに な る か らで あ る 。 カ フ カ は何 故 カ ー ル をニ ュ ー ヨ
ー ク港 で 一 人 切 りに して,失 踪 者 と して の 本 来 の 役 割 を彼 に 与 え な か った の
か 。 こ こで 伯 父 の 機 能 が 問 題 に な るだ ろ う。 た だ ひ と つ推 測 され る こ と は,伯
父 は(後 で 述 べ る)分 身 相 互 間 の 格 差 を高 め る た め に必 要 な の で は な い か とい
う こ とで あ る 。 とい うの は,『 判 決 』 に お け る ゲ オ ル クの 店 の 突 然 の 発 展,『 変
身 』 に お け る グ レー ゴル の 一 夜 に して の 突 然 の 昇 進,こ の よ うな主 人 公 の 幸 運
な飛 躍 に 相 当す る もの を 『火 夫 』 の 中で 探 す とす れ ば ・ それ は 正 に カ ー ル と伯
父 との 幸 運 な 出 会 い で あ るか らで あ る 。従 って,火 夫 が カ ー ル を伯 父 の と こ ろ
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(11)たとえ ば 『ある戦 いの記 録』にお ける祈 る若 者の 「陸地 にい て感 じる船 酔い 」,
あ るい はr判 決』に おい て 「同国人 とも土着 の人 と も交 渉 を断 って独 身生 活 を
続 け る」友人 と共通の性格で ある。・それに対 して,カ ールは 「地下三 階,地 上
六 階 とい う堅 固 な建 物」 に居 を定め るこ とに なる。
(12)これ は,『家長の心 配』の オ ドラデ クの描写 を思 い起 こ させ る。<… ∵・esist
'・be・.nu・、・in・Lai・hen・wi・m・n・SehP・.Lung・n.h・・v・・b・1・§・n.k・n・・
Esklingtetwasso,wiedasRaschelningefallenenBl5ttern,(E.130)〉
尚i .テキ ス トはFranzKafka,GesammelteWerke,Herausgegebenvon
、MqxB題d,TaschenbuchausgabeinsiebenBtindenを用 い,()内 の 数 字
は その 頁 数 を示 す6日 本 語 で の 引用 は 『ア メ リカ」 中井 正 文 訳(角 川 文 庫)を
一 部 利 用 させ て い た だ い た 。
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